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前年同期比＋11.1%

保険・サービス収益*

基礎利益

2兆3,006億円
（うち保険料等収入 2兆1,394億円）

2,091億円

新契約年換算保険料

1,361億円

ニッセイ・ウェルス生命の増加およびニチイHDの
連結により、増収
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【参考】グループ各社の概況グループ概況

① 決算のポイント
１

2

前年同期比+16.5%

前年同期比＋8.3%

＊ 保険・サービス収益は、連結損益計算書における保険料等収入およびその他経常収益の合計
※ 【会社名称】ニチイHD：ニチイホールディングス（以下、ニチイHD）、コアブリッジ：コアブリッジ・ファイナンシャル（以下、コアブリッジ）

コアブリッジの損益取り込み開始に伴う海外保険の
増加を主因に、増益

日本生命および大樹生命で減少となるも、
ニッセイ・ウェルス生命およびはなさく生命の増加
により、増加

保有年換算保険料

4兆8,385億円
前年度末比＋0.3%

日本生命および大樹生命で減少となるも、
ニッセイ・ウェルス生命およびはなさく生命の増加
により、横ばい

国内生命保険事業



2025年
4-6月 前年同期比

基礎利益 2,091 ＋16.5%

利差益 940 ＋41.4%

保険関係損益 836 ▲25.0%

日本生命 1,641 ＋2.0%

大樹生命 36 ▲28.1%

ニッセイ・ウェルス生命 119 ▲20.7%

はなさく生命 ▲20 ＋32.2%

MLC 37

ニチイHD 18 ー

2025年
4-6月 前年同期比

保険・サービス収益 23,006 ＋11.1%

保険料等収入 21,394 ＋6.7%

保険料 17,053 ▲2.5%

再保険収入 4,341 ＋69.6%

日本生命 11,157 ▲10.2%

大樹生命 1,643 ▲19.4%

ニッセイ・ウェルス生命 7,678 ＋60.9%

はなさく生命 239 ＋62.6%

MLC 545 ＋0.4%

その他経常収益 1,612 ＋144.3%

ニチイHD 774 ー

1,795
2,091

24年/4-6月 25年/4-6月

基礎利益

17,484 17,053

2,559 4,341

659 1,612

24年/4-6月 25年/4-6月

保険・サービス収益 （単位：億円） （単位：億円）

+16.5％＋11.1％

3
※ 保険・サービス収益は、連結損益計算書における保険料等収入およびその他経常収益の合計
※ 保険料等収入の合計値は、日本生命、大樹生命、ニッセイ・ウェルス生命、はなさく生命、

ニッセイプラス少額短期保険、MLC Limited（以下、MLC）、米国日本生命（以下、米国日生）を
対象に算出

※ 合計値は日本生命、大樹生命、ニッセイ・ウェルス生命、はなさく生命の基礎利益、海外保険子会社・関連会社
および国内外のアセットマネジメント事業子会社・関連会社、ニチイHDの税引前純利益に、持分比率を乗じ、
金利変動要因の除外、一部の内部取引調整等を行い算出

※ 利差益および保険関係損益は国内生命保険の合計
※ 子会社の数値は、対象年度当時の持分比率に基づいて算出
＊ 増減率が±1,000%超のため増減率の記載は省略。括弧内は前年同期比の増減を記載

国内生命保険事業グループ概況

② 保険・サービス収益／基礎利益
１

再保険収入保険料再保険収入保険料
その他経常収益 その他経常収益

20,702 23,006

（増加）*

【参考】グループ各社の概況



（単位：億円）

4

・営業職員チャネルの販売減（終身保険等の減少） ▲989億円

・外貨建一時払商品の販売減 ▲188億円
・再保険収入の減少 ▲164億円

・米国日生 ＋15億円
・MLC ＋2億円

・再保険収入の増加 ＋1,892億円
・外貨建一時払終身保険の販売増 ＋990億円

・再保険収入の増加 ＋55億円
・保有契約の増加 ＋36億円

国内生命保険事業グループ概況

③ 保険・サービス収益
１

※ 保険・サービス収益は、連結損益計算書における保険料等収入およびその他経常収益の合計

保険料等収入 その他経常収益

・ニチイHD ＋774億円

【参考】グループ各社の概況



（単位：億円）

5

（単位：億円）

※ 合計値は日本生命、大樹生命、ニッセイ・ウェルス生命、はなさく生命の基礎利益、海外保険子会社・関連会社および国内外のアセットマネジメント事業子会社・関連会社、ニチイHDの税引前純利益に、
持分比率を乗じ、金利変動要因の除外、一部の内部取引調整等を行い算出

・保険関係損益の減少
（標準責任準備金の積立負担の増加等） ▲31億円

・保険関係損益の改善
（再保険活用に伴う新契約費の負担減少等） ＋9億円

・TCW ▲14億円

・保険関係損益の減少
（保有契約の減少等） ▲24億円
・利差損の改善
（ヘッジコストの減少等） ＋10億円

・利差益の増加
（過年度の追加責任準備金の積み増しによる予定利息の改善等） ＋263億円
・保険関係損益の減少
（標準責任準備金の積立負担の増加等） ▲232億円

・コアブリッジ ＋268億円

国内生命保険事業グループ概況

④ 基礎利益
１ 【参考】グループ各社の概況



202,129
172,937

206,996

158,648 158,467

110,425
80,118

118,499

66,436 68,624

21年度 22年度 23年度 24年度 25年/6月末

実質純資産

1,120.3% 1,071.4% 1,025.7%
888.5% 864.9%

21年度 22年度 23年度 24年度 25年/6月末

ソルベンシー・マージン比率

※ 有価証券含み損益は日本生命、大樹生命、ニッセイ・ウェルス生命、はなさく生命、
海外保険子会社、その他連結対象子会社を対象に算出

※ 22年度以降、MLCの数値は新会計基準適用数値
※ 24年度以降、一部の在外持分法適用会社の数値は新会計基準適用数値

 ソルベンシー・マージン比率は、
デリバティブリスクの増加等により
前年度末比で低下。

 実質純資産は、日本生命での減少の一方、
大樹生命での増加等により、
前年度末比で横ばい。

（単位：億円）

6
有価証券含み損益

国内生命保険事業グループ概況

⑤ 健全性
１

※ 22年度以降、MLCの数値は新会計基準適用数値
※ 24年度以降、一部の在外持分法適用会社の数値は新会計基準適用数値

【参考】グループ各社の概況



＊ 第1四半期末のESRは、一部簡便的に算出。

1,022

766 

24年/4-6月 25年/4-6月

P11

 経済価値ベースのソルベンシー比率（ESR）は、新契約獲得や劣後債調達により、前年度末比で増加。
 新契約価値は、日本生命の販売量減少や将来に向けた投資に伴う事業費の増加等により、

前年同期比で減少。

新契約価値

▲25.0％

（単位：億円）

経済価値ベースのソルベンシー比率（ESR）

リスクバッファー
（分子）

リスク量
（分母）

24年度末

新契約獲得
・劣後債調達

+3pt

経済環境の
変動等
＋1pt

222%
225%＊

17.9兆円

7.9兆円

16.7兆円

7.5兆円

25年/6月末

資金配分・事業投資
に伴う変動

▲1pt

グループ各社の概況国内生命保険事業グループ概況

⑥ ESR／新契約価値
１

7



2025年
6月末 前年度末比

総資産 975,146 ＋1.2%

有価証券 813,829 ＋1.3%

貸付金 86,238 ▲1.0%

有形固定資産 19,808 ▲0.3%

負債 886,326 ＋1.1%

保険契約準備金 757,731 ＋0.6%

責任準備金 741,633 ＋0.4%

価格変動準備金 17,074 ▲4.5%

純資産 88,819 ＋2.2%

 経常利益は、前年同期比で減少。

 四半期純剰余は、前年同期比で増加。

貸借対照表損益計算書

8

（単位：億円）（単位：億円）

 総資産・負債は、前年度末比で増加。

 純資産は、前年度末比で増加。

国内生命保険事業グループ概況

⑦ 損益計算書／貸借対照表
１

＊当年度と比較対象年度の数値が異符号のため、増減率算出不可
※ 四半期純剰余（利益）は連結損益計算書における「親会社に帰属する四半期純剰余」の額を記載

2025年
4-6月 前年同期比

経常収益 29,938 ▲6.2%

保険料等収入 21,394 ＋6.7%

資産運用収益 6,931 ▲38.1%

経常費用 29,492 ▲4.2%

保険金等支払金 17,645 ＋1.4%

資産運用費用 4,897 ＋63.6%

事業費 2,917 ＋39.0%

経常利益 446 ▲60.0%

特別損益 797 ⚠異符号

四半期純剰余（利益） 1,061 ＋67.8%

（増加）*

【参考】グループ各社の概況



19,377 20,720

24年/4-6月 25年/4-6月

保険料等収入（国内計） 2025年
4-6月 前年同期比

保険料等収入（国内計） 20,720 ＋6.9%

個人保険・個人年金保険 13,150 ▲2.6%

営業職員チャネル 7,582 ▲12.0%

代理店チャネル 1,270 ▲7.9%

金融機関窓販チャネル 4,297 ＋22.5%

団体保険 838 ▲0.7%

団体年金保険 2,386 ▲3.2%

 金融機関窓販チャネルの増加を主因に、増収。

9

* 日本生命、大樹生命、ニッセイ・ウェルス生命、はなさく生命、ニッセイプラス少額短期保険の合計値

（単位：億円）

＋6.9％

国内生命保険事業グループ概況

① 保険料等収入
2

（単位：億円）

【参考】グループ各社の概況

＊

＊



年換算保険料 件数

2025年
4-6月 前年同期比

前
年
同

前
年
同

2025年
4-6月 前年同期比

国内計 1,361 ＋8.3% 107 ▲9.0%

主要保障性商品* 166 ▲5.5% 81 ▲17.0%

営業職員チャネル 471 ▲5.2% 93 ▲11.5%

代理店チャネル 184 ＋3.4% 7 ＋11.0%

金融機関窓販チャネル 698 ＋21.2% 4 ＋7.8%

日本生命 540 ▲8.1% 92 ▲11.7%

大樹生命 78 ▲18.9% 2 ▲18.7%

ニッセイ・ウェルス生命 678 ＋25.7% 4 ＋24.6%

はなさく生命 64 ＋97.9% 7 ＋26.4%

10

（単位：億円、万件）
個人保険・個人年金保険

 個人保険・個人年金保険における新契約の年換算保険料は増加、件数は減少。

国内生命保険事業グループ概況

② 新契約
2

＊ 死亡・生前給付を保障する商品および医療系商品を「主要保障性商品」として定義（終身保険や長期定期保険等は除く）、件数は概算
※ 海外含みの新契約年換算保険料は約1,396億円

【参考】グループ各社の概況



2025年
6月末 前年度末比 2025年

6月末 前年度末比

国内計 1,077,305 ＋0.5% 202,789 ＋1.0%

日本生命 968,272 ＋0.5% 137,762 ▲0.1%

大樹生命 109,033 ＋0.3% 5,727 ▲0.1%

その他 ー ー 59,298 ＋3.6%

団体保険
（保障額等）

団体年金保険
（受託資産等）

年換算保険料 件数

2025年
6月末 前年度末比 2025年

6月末 前年度末比

国内計 48,385 ＋0.3% 3,824 ＋0.0%

主要保障性商品* 12,899 ▲0.4% 2,488 ▲0.1%

日本生命 36,915 ▲0.3% 3,426 ▲0.2%

大樹生命 5,074 ▲0.3% 249 ▲0.3%

ニッセイ・ウェルス生命 5,874 ＋4.2% 67 ＋5.5%

はなさく生命 520 ＋11.7% 81 ＋7.7%

11

 個人保険・個人年金保険の保有契約の年換算保険料・件数は横ばい。

 団体保険・団体年金保険は増加。

個人保険・個人年金保険

団体保険・団体年金保険

※ その他の内訳は、
ニッセイ・ウェルス生命（約12億円）、
ニッセイアセットマネジメントの投資顧問残高（約4兆6,715億円）、
確定拠出年金の投資信託（日本生命販社分 約1兆2,570億円）

国内生命保険事業グループ概況

③ 保有契約
2

＊ 死亡・生前給付を保障する商品および医療系商品を
「主要保障性商品」として定義（終身保険や
長期定期保険等は除く）、件数は概算

※ 海外含みの保有年換算保険料は約5兆674億円

（単位：億円、万件）

【参考】グループ各社の概況



【参考】
グループ各社の概況

12



2025年
4-6月 前年同期比

基礎利益 1,641 ＋2.0%

利差益 850 ＋45.0%

保険関係損益* 790 ▲22.7%

1,609 1,641

24年/4-6月 25年/4-6月

基礎利益

12,419 11,157

24年/4-6月 25年/4-6月

保険料等収入
 日本生命単体は、前年同期比で減収・増益。

 保険料等収入は、営業職員チャネルの減少等に
より、減収。

 基礎利益は、過年度の追加責任準備金の
積み増しによる予定利息の改善および
ヘッジコストの改善を主因に、増益。

13

+2.0％

（単位：億円）

▲10.2％

【参考】グループ各社の概況国内生命保険事業グループ概況

日本生命（単体）：収支

＊危険差益と費差益の合計



2025年
4-6月 前年同期比

資産運用収益 5,377 ▲644

利息及び配当金等収入 3,869 ▲54

有価証券売却益 1,505 ＋281

為替差益 - ▲828

資産運用費用 3,248 ＋1,080

有価証券売却損 1,972 ＋856

有価証券評価損 8 ▲50

金融派生商品費用 855 ＋215

為替差損 4 ＋4

資産運用収支 2,128 ▲1,724

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

米10年金利
日30年金利

日10年金利
2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

130

140

150

160

170

180

円/ユーロ

ヘッジコスト米3M（右軸）

円/米ドル

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

4,500

5,000

5,500

6,000

6,500

7,000

S&P500

日経平均株価（右軸）
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資産運用収支（一般勘定）（単位：億円）

 資産運用収支は、前年同期比で減少。

 資産運用収益は、為替差益の減少を主因に、
減少。

 資産運用費用は、有価証券売却損の増加
を主因に、増加。

国内生命保険事業グループ概況

日本生命（単体）：資産運用

マーケット状況
（単位：％） （単位：円） （単位：円）（単位：pt）（単位：％）

【参考】グループ各社の概況



78,041 79,173
84,379

76,391 78,203

21年度 22年度 23年度 24年度 25年/6月末

自己資本

1,059.7% 1,019.9% 980.0% 861.9% 839.5%

21年度 22年度 23年度 24年度 25年/6月末

ソルベンシー・マージン比率

2025年
6月末 前年度末比

有価証券 75,168 ＋1,548

公社債 ▲41,637 ▲5,681

国内株式 84,017 ＋4,608

外国証券 33,131 ＋2,347

その他 ▲343 ＋274

 ソルベンシー・マージン比率は、
デリバティブリスクの増加等に伴い、
前年度末比で低下。

 自己資本は、劣後特約付債務の調達を
主因に、前年度末比で増加。

 有価証券の含み損益は、
内外株式の含み益の増加を主因に、
前年度末比で増加。

15

有価証券 含み損益

（単位：億円）

（単位：億円）

※ 市場価格のない株式等および組合等は除いて算出

国内生命保険事業グループ概況

日本生命（単体）：健全性
【参考】グループ各社の概況



2,039 
1,643

24年/4-6月 25年/4-6月

保険料等収入

59
42

24年/4-6月 25年/4-6月

基礎利益

2025年
4-6月 前年同期比

基礎利益 42 ▲28.1%

利差益 ▲ 67 ＋15.3%

保険関係損益* 110 ▲20.7%

 前年同期比で減収・減益。

 保険料等収入は、外貨建一時払商品の
販売減を主因に、減収。

 基礎利益は、保有契約の減少等に伴う
保険関係損益の減少を主因に、減益。

＊ 危険差益と費差益の合計
※ 単体の数値を記載

▲19.4％

▲28.1％

国内生命保険事業グループ概況

大樹生命

（単位：億円）
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【参考】グループ各社の概況



2025年
4-6月 前年同期比

基礎利益 119 ▲20.7%

利差益 146 ＋0.3%

保険関係損益 ▲ 26 （減益）

150 119

24年/4-6月 25年/4-6月

基礎利益

4,770 
7,678 

24年/4-6月 25年/4-6月

保険料等収入

＊１ 危険差益と費差益の合計
＊２ 当年度と比較対象年度の数値が異符号のため、増減率算出不可
※ 単体の数値を記載

（単位：億円）

+60.9％

▲20.7%

国内生命保険事業グループ概況

ニッセイ・ウェルス生命
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 前年同期比で増収・減益。

 保険料等収入は、
外貨建一時払商品の販売増および
再保険収入の増加を主因に、増収。

 基礎利益は、標準責任準備金の積立負担の
増加等による保険関係損益の減少を主因に、
減益。

＊1 ＊2

【参考】グループ各社の概況



2025年
4-6月 前年同期比

基礎利益 ▲ 20 ＋32.2%

利差益 1 ＋56.4%

保険関係損益* ▲ 21 ＋30.2%

147 
239 

24年/4-6月 25年/4-6月

保険料等収入

▲ 29
▲ 20

24年/4-6月 25年/4-6月

基礎利益

＊ 危険差益と費差益の合計
※ 単体の数値を記載

＋32.2％

+62.6％

（単位：億円）

国内生命保険事業グループ概況

はなさく生命
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 前年同期比で増収・増益。

 保険料等収入は、再保険収入の増加および
保有契約増加を主因に、増収。

 基礎利益は、事業拡大による事業費等の
支出増の一方、再保険の活用に伴う
新契約費の負担減少等による保険関係損益
の改善を主因に、増益。

【参考】グループ各社の概況



2

48

24年/1-3月 25年/1-3月

基礎利益

434 438 

24年/1-3月 25年/1-3月

収入保険料

※ 単体の数値を記載
※ 第1四半期決算では1-3月期を連結反映
※ 収入保険料は、日本会計基準に基づいた実収ベース（旧会計基準）で表示
＊ 増減率が±1,000%超のため増減率の記載は省略

（単位：百万豪ドル）

＋0.8%

増益*
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 対24年1-3月で増収・増益。

 収入保険料は、個人保険における
保険料改定等を主因に、増収。

 基礎利益は、個人保険領域における
保険金支払が、想定を下回ったことを
主因に、増益。

国内生命保険事業グループ概況

MLC
【参考】グループ各社の概況



29

18

24年/4-6月 25年/4-6月

税引前純利益

20

754 771 

24年/4-6月 25年/4-6月

売上高

+2.2%

▲37.6%

（単位：億円）

 前年同期比で増収・減益。

 売上高は、医療事務受託料の値上げや
施設介護事業における入居室数増加により、
増収。

 税引前純利益は、各事業領域における
人件費の増加を主因に、減益。

※ ニチイHD連結財務諸表の数値を記載

国内生命保険事業グループ概況

ニチイHD
【参考】グループ各社の概況



１．定義・概要
ESR（Economic Solvency Ratio）：
グループ全体のリスク量に対する資本（リスクバッファー）の十分性を

示す比率で、リスク量およびリスクバッファーは、保有する資産および負債
の経済価値評価＊1に基づき計算しています。
リスクバッファー（ESRの分子）：
リスクに対処するために使用できる資本で、連結貸借対照表上の純資

産に、価格変動準備金、危険準備金等の負債性の内部留保、劣後
特約付債務、満期保有目的債券、責任準備金対応債券、貸付金、
不動産等の資産の含み損益および保険負債の含み損益を合計したも
のから、処分予定の剰余金やのれん等の無形資産を控除したものです。
なお、保険負債の含み損益は、保有契約から生じる将来の利益の現

在価値を評価したものから、オプションと保証の時間価値＊2とリスクマー
ジン＊3を控除することにより算出しています。
リスク量（ESRの分母）：
当社を取り巻く環境の変化により、発生しうる損失を統計的に評価し

たもので、生命保険リスク、巨大災害リスク、市場リスク、信用リスク、経
営管理リスク等を計測しています。各リスクは、将来1年間で99.5%の
確率で発生する最大の損失として、バリュー・アット・リスク（VaR）等の
方法で計測しています。
新契約価値：
期中に締結した保険契約（転換契約を含む）から生じる将来の利

益の現在価値を評価したもの＊4で、2025 年 6月末の保険負債の含
み損益の算出に用いたものと同じ計算前提を使用しています 。

＊1 市場価格に整合的な評価または、市場に整合的な原則・手法・パラメーターを用いる方法により導
かれる将来キャッシュフローの現在価値に基づく評価。

＊2 利率や給付額の最低保証など、不利な経済環境下でも保険会社が保証を行うことに伴うコストを
評価したもの。

＊3 保険契約に関する将来キャッシュフローの変動に備えるための必要額。
＊4 新契約にかかるオプションと保証の時間価値を控除しています。

２．計算前提
経済前提
（ａ）リスク・フリー・レート

参照金利として評価日現在の国債利回りを使用しています。＊5

（ｂ）割引率
キャッシュフローの発生年限に対応した区分ごとに設定しています。
第１区分（経過0～30年目）

負債と同通貨の各国債金利のスポット・レート（リスク・フリー・レー
ト）に各社の実績等を基に、運用期待収益率を上乗せ。
第２区分（経過31～60年目）

終局金利＊6を仮定し、補外開始年度を30年目として31年目以
降のフォワード・レートが30年間で終局金利の水準となるようにスミス・
ウィルソン法により補外。
第３区分（経過61年目～）

終局金利をフォワード・レートとして設定。

非経済前提
保険種類別に、過去の支払実績等に基づき、死亡率の改善やインフ

レ率等を勘案して、保険料、事業費、保険金・給付金、解約返戻金、
契約者配当金等の将来キャッシュフローを予測しています。
＊5 一部商品の新契約価値については、契約月の末日または契約月の属する四半期末時点の経済前

提を使用しています。
＊6 市場金利が観測できない超長期年限の負債の現在価値を評価する際に、フォワード・レートが一定の

水準（終局金利）に収束するという考え方に基づき、超長期年限の金利を推計しており、円金利の
終局金利は2.9%、米ドル3.5%、豪ドル4.0%としています。

P12

期間 円 米ドル 豪ドル
10年 1.5% 4.3% 4.2%
20年 2.5% 5.0% 4.9%
30年 3.1% 4.9% 5.2%
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【参考】 ESR・新契約価値の定義・概要および計算前提

（参考）2025年6月末スポット・レート

2025-1168G，広報部


